
　住吉神社は「ねや川戎神社」とも言い、「ね
や川の戎っさん」として親しまれています。
　ねや川戎大祭は、かつては地域だけのお
祭りでしたが、昭和 35 年に現在の形で復
興されました。現在では寝屋川市近郊はも
とより京都、奈良など遠方からも参拝者が
訪れ、その数は毎年 10万人を超えます。

3 広報ねやがわ
令和７年２月号 2広報ねやがわ

令和７年２月号

寝
屋
川
市
の
伝
統
が
紡
ぐ
今
を
知
る

―
― 
伝
統
行
事
特
集 

―
―

　

「
変
化
」
し
続
け
る
ま
ち
寝
屋
川
市
に
も
、
変
わ
ら
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
続
く
伝
統
行
事
は
、
市
の
「
今
」
に
つ
な
が
る

ル
ー
ツ
で
あ
り
誇
り
で
す
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
改

め
て
そ
の
魅
力
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問 

企
画
三
課
（
☎
８
１
３
・
１
１
４
６
）

◆特別参加年男
右（令和２年）
戸田恵梨香さん・大島優子さん・
林遣都さんほか
下（令和５年）
福原遥さん・赤楚衛二さん・
古舘寛治さんほか
右下（令和６年）
水上恒司さん・
伊原六花さんほか

令和 7年節分祭

日時２月２日 日
第1回　午前10時30分（本堂）	屋外特設舞台　午前11時頃
第2回　午後１時（本堂）　　　屋外特設舞台　午後１時30分頃
第3回　午後３時（本堂）	 屋外特設舞台　午後３時30分頃

　
成
田
山
の
豆
ま
き
の
特
長
と
し
て
、
お
不
動
様
の
前

で
は
鬼
も
改
心
し
て
し
ま
う
と
さ
れ
、
古
来
よ
り
「
鬼

は
外
」
と
は
言
わ
ず
、「
福
は
内
、
福
は
内
」
と
声
高
ら

か
に
豆
を
ま
き
ま
す
。（「
成
田
山
節
分
祭
ガ
イ
ド
」よ
り
）

問 成田山明王院（成田山不動尊）（☎833・8881）

寝屋川えびすで

!!

過去の
特別参加
年男の風景

令和３年・令和４年は、
本堂で年男が豆をまきま
した。

ちょっとレアな
光景？かも

特 集

（
木
田
町
）

ね
や
川
戎え

び
す

大
祭

住
吉
神
社

11月月

成
田
山
大
阪
別
院

明
王
院
（
成
田
山
不
動
尊
）

（
成
田
西
町
）

節
分
祭

２２月月



●❶
友
呂
岐
神
社
の
本
殿
で

御
祈
祷
が
行
わ
れ
ま
す
。

●❺
会
場
の
美
井
三
町
自
治

会
館
へ
向
か
い
ま
す
。

●❻
例
年
、
大
勢
の
見
物
客

が
自
治
会
館
に
集
ま
り

ま
す
。

●❷
神
事
の
後
、
町
内
の
練

り
歩
き
が
な
さ
れ
ま
す
。

●❸
隊
列
は
か
つ
て
お
弓

式
が
行
わ
れ
て
い
た
旧

三
井
氏
神
社
跡
地
へ
向

か
い
ま
す
。

●❹
旧
三
井
氏
神
社
跡
地 

に
は
社
殿
は
無
く
、
屋
外 

に
祭
壇
な
ど
が
設
置

さ
れ
ま
す
。

5 広報ねやがわ
令和７年２月号 4広報ねやがわ

令和７年２月号

●❼五穀豊穣（ほうじょう）などを祈願し、
その年の吉凶を占うため、地元から選出さ
れた若者２人が射手を務めます。

　16回目を迎えた「高倉とんど焼き」は、約 50年前に途絶えた行
事を、保存会が復活させたものです。毎年、その年の干支（えと）
にちなんだ「干支とんど」を制作し、１月にとんど焼きを行って五
穀豊穣（ほうじょう）、無病息災を祈ります。

令和６年 11 月の「月
見とランタンの夕べ
2024」で打上川治水
緑地に初登場。

１月 12 日に今年の干支である巳（へび）とんどが、
地域の方々が多く集まった中、田んぼで焼かれました。

　

友
呂
岐
神
社
の
神
事
に
、
古
く
か
ら
近
郊
に
知
ら
れ
た
「
お

弓
式
」
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
三
井
氏
神
社
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
時

代
に
友
呂
岐
神
社
（
香
里
本
通
町
）
に
合
祀
さ
れ
て
か
ら
は
友

呂
岐
神
社
で
神
事
を
行
い
、
会
場
ま
で
移
動
し
て
弓
を
射
ま
す
。

　
地
元
か
ら
選
ば
れ
た
、
20
歳
を
迎
え
る
２
人
が
射
手
と
な
り
、

交
互
に
２
本
ず
つ
３
回
、
計
12
回
の
矢
を
射
っ
て
、
的
に
当
た
っ

た
場
所
な
ど
で
今
年
の
天
候
や
豊
凶
な
ど
を
占
い
ま
す
。

小
路

打
上

―― 実物は圧巻！動く地域の宝ここに在り ――

国
松

寝
屋

（美井元町）三井のお弓式
友呂岐神社

11月月

　西日本で特に盛んなだんじり（地車）ですが、市内でも６地域がだんじりを
保有しており（明和地区では現在えい行はしていません）、中には 100 年近い
歴史を持つ物もあるといわれています。

1010月月 寝屋川のだんじり

高
宮

番外編番外編
葛原新町の

「超」巨大な大太鼓
　例年、地域の夏祭りで活躍する大太鼓は、
30 年ほど前に自治会が調達したもの。当
時で 5,000 万円以上したとか。

（梅が丘二丁目ほか）
高倉とんど焼き11月月


